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楽器 の りの を し に りの音 を
つ る 知識 技能
楽器の音 につ 知 ・ し の りを得る
楽器の音 を 識し ー わる に をし バンの
を す音楽をつくる





















































































































































































































































































































































































ざるとビーズ 左右に振る だんだん強く 大きく振る だんだん弱く  
フィンガーシンバル  こすり合わせる  だんだん強く 強くこする だんだん弱く 打ち合わせる
コンガ 一つの太鼓を連打 だんだん強く 二つの太鼓を連打   だんだん弱く   一つの太鼓を連打
小太鼓 き を る・ ン を する しく する 鼓面を く
小太鼓 き を た 鼓面をこする き を 連打  き を 連打
表3　S児のグループの練習途中の表現における各楽器の奏法
担当楽器 演奏の流れ
ざるとビーズ・カバサ 左右に振る だんだん強く カバサを振る だんだん弱く  
フィンガーシンバル  こすり合わせる  だんだん強く 強くこする だんだん弱く 打ち合わせる
コンガ 一つの太鼓を連打 だんだん強く 二つの太鼓を連打   だんだん弱く   一つの太鼓を連打
小太鼓 き を る・ ン を する しく する 鼓面を く

























































































































































に た した の だ く こ
た を りに するに
ん 音語を き





の ジョワ〜 と 音
語を パチパチ と 音語を ん
ると 動
の動きを ブクブク
シューッ ジュー と た だちの
りにし んだ 音語
を すると 動
の した 場面の ー
を大 にし ー に合わせ ざる
とビーズ せる音と る音 強
音を せるカバサを すると 動
れ の楽器を の た
りし る ここ われた音 奏
ー と 連 せつつ だちとの ンサン




・ した の こ
た と 音語の つ語 との に
つ の と 知識
・ れ の を 識し 音語を
し と 技能
・ ざるとビーズ カバサの音 れ
の楽器 だちと一 に演奏すること
れる きと の音 き る
ー との と 知識
・ した ー に合わせ ンサン





科の学習 得た 科 を と
しつつ これ 識をし た
の ー を りの に る
に る を る活動を
た この活動の に国語科 の
たに の の 国語科の
科 の獲得につ た
科の学習 得た 科 を と
しつつ 国語科の学習 の の を
音を と し すると
国語科の 科 を せる活動を
た この活動の 音楽科 の







































究の未来へ. 勁草書房, 20, 2020
４） ジョン・デューイ／魚津郁夫訳：論理学－探究の











































































育科学, 70, 92, 2020
35） 小島律子：重点研究Ⅰ 音楽科と他教科との関わ
りⅣ問題解決としての表現の授業, 学校音楽教育
研究, 2, 32, 1998
36）同上論文, 32
37）前掲書34）, 52
38） 文部科学省：小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説　総則編, 72, 2018b
39）同上書, 72
40） 「思考に関わる語句の量を増やし、話や文章の中
で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語句を豊かにすること。
また語感や言葉の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うこと」とされている。
　　前掲書1）, 35
41） イ（ｱ）「いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
せの特徴」ウ（ｱ）「設定した条件に基づいて、即
興的に音を選択したり組み合わせたりして表現す
る技能」とされている。
　　前掲書1）, 123
付記
・本研究は、日本教科内容学会第7回大会（オンライ
ン開催）自由研究での紙面発表をもとにしている。
・本実践を構想するに際して、斉藤百合子（2002）「水
の三態変化の音楽づくり－理科と関連させた音楽科の
授業」日本学校音楽教育実践学会編『音楽科と他教科
とのかかわり　学校音楽教育実践シリーズ2』音楽之
友社, pp.86-92を参考にした。
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